



Deduction of the Real Integral R，句，resentation ot the Unit Function 
from the Imaginary Integral Representation. 
Mituzo MORI 
The unit function is r句，resented by the real integral and the imaginary integral. Then 
the real integral representation is to be deduced from the imaginary integraI. A method is 
shown in the text b∞k of transient phenomenon published by the Institute of Electrical 
Engineers of ]apan. But consider吋pricisel'y this method is wrong. A correct method is 
shown in this paper. 
過渡現象論にラプラス変換 と いうのがある 。 これ は 相当難解なので， 教科書の記載も不完全で
あ り ， 又誤 り の箇所もある 。 以下述べ る のは この一例である 。 単位函数 は 実積分で表示す る こ と も
でき又複素積分で表示す る こ と もできる 。 従って 複素積分表示か ら 実積分表示を導 く こ と ができ る
はずであ る 。 この証明であ る が， 過渡現象論 (電気学会編〕に は 次のようになって い る 。
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これ が単位間数の複素積分表示でt>oな ら ば 1 で， tくoならば Oであ る 。
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函数論の書を見ると次のような実積分がある。
f∞組問 ・ : 一一一一一司ax= ← ーx z 0・6










1 r∞ ej岨t J 1  (t>o) ・・…....・H・..…・・・……・・・…・一…・…・・……(3)
2πjJ ∞一面-(1(1)，










沿うて +jooまでである。従って-j∞からAまで， cから +j∞ま
ではp=jωとおいてよろしいが，AからBを通ってCまでは，p=jω 
とおくことができない。従って (3)， (4)は誤りである。では正し い証明
はどうか， 要するには)の積分を-j∞からAまで. AからCまで，C
からjo。までに分けて 正直に積分するより他ない。次がその 証明である。
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Iを3つの部分に分ける。図1参照
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(18)の第1項第3項をまとめ，p=J，曲とおく。
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途中でZをωと変えるの は， 定積分の 変数はおと書いてもzと書いてもωと書いても変らない
カミらである。
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この式の右辺は単位函数の実積分表示である。 よって単位函数の複素積分表示から実積分表示が
導かれた。
